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　「
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
」「
安

心
し
て
車
を
売
り
た
い
」
そ

ん
な
人
に
お
勧
め
し
た
い
の

が
、
鎌
倉
で
実
績
多
数
の
車

買
取
店 

「
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
」。
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
地
域
密
着
の
出
張

査
定
に
特
化
す
る
こ
と
で
、

抑
え
た
経
費
を
買
取
金
額
に

還
元
し
て
い
る
。

　「
最
近
は
、
運
転
の
卒
業

を
決
断
さ
れ
た
方
か
ら
の
ご

相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
を
多

く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
親

70
店
舗
を
展
開
す
る
車
買
取

専
門
店
。
車
の
売
却
を
考
え

て
い
る
方
は
一
度
、連
絡
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉

店
（
七
里
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
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６
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・
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１

９
時
〜
21
時
・
定
休
日
な
し

無料出張査定にお伺いいたします。
本年も宜しくお願いいたします。

今
年
こ
そ
、車
を
売
ろ
う
と
お
考
え
の
方
へ

地
域
密
着
・
安
心
の
車
買
取
店

ん
と
か
し
た
か
っ
た
。
銀
座

の
商
店
で
は
、
物
々
交
換
の

よ
う
に
モ
ノ
を
贈
り
合
う
習

慣
が
根
付
い
て
お
り
、
活
性

化
に
生
か
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
」
と
い
う
。

　
11
月
24
日
の
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
で

は
、
斉
藤
さ
ん
が
店
の
ど
ら

焼
き
を
同
寺
に
贈
っ
た
。
同

寺
は
、
次
の
参
加
団
体
・
湘

南
記
念
病
院
の
た
め
に
長
尾

宏
道
宗
務
総
長
ら
が
祈
祷
を

行
い
、
お
札
を
贈
っ
た
。

　
長
尾
宗
務
総
長
は
「
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
鎌
倉
の
再

活
性
化
の
出
発
点
。
コ
ロ
ナ

の
収
束
後
、
皆
さ
ん
と
の
ご

縁
を
深
く
で
き
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し

た
。

　
ま
た
、
同
病
院
の
井
上
俊

夫
院
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
は

こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
と
思
っ

て
い
る
。
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ

と
の
戦
争
を
最
前
線
で
戦
う

覚
悟
で
い
る
。
本
日
の
般
若

心
経
に
心
を
強
く
さ
せ
て
も

で
始
ま
っ
た
。
商
店

主
ら
が
、
自
慢
の
商

品
な
ど
を
次
の
参
加

者
に
贈
る
こ
と
で
モ

ノ
を
つ
な
い
で
い
く

企
画
で
、
同
８
月
に

は
参
加
が
１
０
０
件

に
達
し
た
。

　
発
案
者
の
斉
藤
大

地
さ
ん
は
、
東
銀
座

の
和
菓
子
店
「
木
挽

町
よ
し
や
」
の
３
代

目
。「
コ
ロ
ナ
禍
で

沈
滞
す
る
銀
座
を
な

院
の
た
め
に
祈
祷
を
行
い
、

職
員
ら
の
無
病
息
災
を
願
う

お
札
を
贈
っ
た
。
今
夏
ま
で

に
計
１
０
０
カ
所
の
事
業

所
・
団
体
を
有
形
・
無
形
の

モ
ノ
で
つ
な
ぎ
、
最
後
は
同

寺
で
の
パ
ネ
ル
展
を
予
定
し

て
い
る
。

　
も
の
繋
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
昨
年
４
月
、
東
京
・
銀
座

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
密
な
人

間
関
係
を
避
け
る
傾
向
が
強

ま
る
中
、「
モ
ノ
」
の
贈
り

合
い
で
心
を
つ
な
ぐ
「
鎌
倉

も
の
繋
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
昨
年
11
月
に
始
ま
っ
た
。

　
鎌
倉
青
年
会
議
所
が
音
頭

を
取
り
、
建
長
寺
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
同
寺
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
奮
闘
す
る
湘
南
記
念
病

鎌
倉
も
の
繋
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
式
＝
右

か
ら
、
長
尾
宗
務
総
長
、
湘
南
記
念
病
院
・

井
上
院
長
、
木
挽
町
よ
し
や
の
斉
藤
さ
ん

ら
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参

加
は
、
商
工
業
な
ど
の
事
業

所
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
団
体
や
学
校
、
サ
ー
ク

ル
な
ど
も
可
能
。
同
青
年
会

議
所
は
「
商
品
な
ど
の
モ
ノ

だ
け
で
な
く
、
演
奏
な
ど
を

贈
る
こ
と
も
で
き
る
。
参
加

希
望
の
方
は
ぜ
ひ
連
絡
し
て

欲
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
岩
手
県
大
船
渡
市
を
拠
点

に
東
日
本
大
震
災
を
テ
ー
マ

に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
い

の
ち
て
ん

で
ん
こ
」

の
上
演
を

全
国
各
地

で
行
っ
て

き
た
「
み

ん
な
の
し

る
し
合
同

会
社
（
前

川
十
之
朗

代
表
）」

が
、
新
作
「
い
の
ち
の
か
た

り
つ
ぎ
」
を
上
演
す
る
＝
写

真
。

　
鎌
倉
公
演
は
１
月
９
日
午

後
６
時
30
分
。
鎌
倉
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
。

　
被
災
者
の
証
言
を
も
と
に

し
た
歌
や
ダ
ン
ス
の
舞
台
、

み
ち
の
く
の
怪
談
、
詩
人
・

和
合
亮
一
の
詩
の
朗
読
な
ど

５
つ
の
物
語
で
つ
む
ぐ
オ
ム

ニ
バ
ス
公
演
。災
害
の
記
憶 

、

教
訓
を
後
世
に
語
り
つ
ぐ
。

　
３
千
円
、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

島
森
書
店
な
ど
扱
い
。
１
月

17
日
に
仙
台
公
演
も
。

　
み
ん
な
の
し
る
し
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０
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か
ま
く
ら
桜
の
会
（
坂
井

英
之
会
長
）
が
昨
年
11
月
19

鎌
倉
宮
に

サ
ク
ラ
植
樹

か
ま
く
ら
桜
の
会

日
、
鎌
倉
市
二
階
堂
の
鎌
倉

宮
に
桐
ケ
谷
桜
を
15
本
植
樹

し
た
＝
写
真
。

　
日
本
花
の
会
結
城
農
場
で

育
成
さ
れ
た
樹
高
２
ｍ
ほ
ど

の
２
年
生
の
苗
で
、
か
な
が

わ
ト
ラ
ス
ト
み
ど
り
財
団
の

助
成
を
受
け
た
。

　
桐
ケ
谷
桜
は
江
戸
時
代
か

ら
知
ら
れ
る
品
種
で
、
一
枝

の
中
に
一
重
の
花
と
八
重
の

花
が
あ
る
の
が
特
徴
。
鎌
倉

の
桐
ケ
谷
（
現
在
の
材
木
座

周
辺
）
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
桐
ケ
谷
」
と
呼
ば
れ
る
。

別
名
の
「
御
車
返
し
」
は
、

後
水
尾
天
皇
が
こ
の
桜
の
前

を
通
っ
た
と
き
に
あ
ま
り
の

美
し
さ
に
御
車
を
返
し
て

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

命
名
さ
れ
た
と
い
う
。

　
当
日
は
か
ま
く
ら
桜
の

会
メ
ン
バ
ー
10
人
ほ
ど
が

植
樹
に
参
加
し
た
。
坂
井

会
長
は
「
市
内
各
所
に
鎌

倉
生
ま
れ
の
サ
ク
ラ
を
広

め
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

創立１５０周年に向けて

玉縄小児童がユリの球根植え

　
２
０
２
３
年
に
創
立
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
鎌
倉
市
立

玉
縄
小
学
校
で
昨
年
12
月
７

日
、同
校
ゆ
か
り
の
「
ユ
リ
」

を
植
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
＝
写
真
。

　
１
年
生
93
人
が
２
時
限
目

の
時
間
を
利
用
し
て
中
庭
に

あ
る
花
壇
に
。
一
人
一
人
が

大
事
そ
う
に
両
手
の
ひ
ら
に

ユ
リ
の
球
根
を
の
せ
、
掘
ら

れ
た
穴
に
入
れ
、
土
を
か
ぶ

せ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
「
鎌
倉
玉

縄
ユ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

人
た
ち
が
協
力
、
こ
の
日
の

た
め
に
作
っ
た
紙
芝
居
を
使

い
「
明
治
時
代
、
地
元
の
豪

農
角つ
の
だ田
所し
ょ
ざ
え
も
ん

左
衛
門
さ
ん
が
ユ

リ
を
外
国
に
輸
出
。
得
た
お

金
で
小
学
校
を
広
く
大
き
く

し
ま
し
た
」と
説
明
す
る
と
、

ユ
リ
と
玉
縄
小
の
つ
な
が
り

に
子
ど
も
た
ち
は
納
得
し
た

様
子
だ
っ
た
。

　
八
神
陽
介
校
長
は
「
本
校

と
縁
の
あ
る
ユ
リ
が
１
５
０

周
年
の
時
に
校
地
に
咲
き

誇
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
思
い

企
画
し
た
」
と
語
り
、
歓
声

を
あ
げ
る
子
供
た
ち
の
姿
に

目
を
細
め
て
い
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ト
イ
レ
ッ
ト

　
　

ペ
ー
パ
ー
作
成

　
み
ん
な
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

公
文
国
際
学
園
高
等
部 

２

年
の
原
田
怜
歩
さ
ん
が
、
ト

イ
レ
の
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
漫

画
で
学
べ
る
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
作
成
す
る
た
め

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
原
田
さ
ん
は
、
中
学
３
年

の
と
き
ア
メ
リ
カ
に
滞
在

中
、
無
機
質
な
ト
イ
レ
が
原

因
で
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な

り
、
ト
イ
レ
の
重
要
性
を
感

じ
た
。
大
学
の
ト
イ
レ
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
ト
イ
レ

の
マ
ー
ク
を
初
め
て
見
て
ト

イ
レ
の
研
究
を
始
め
た
。

　
高
校
生
で
ア
メ
リ
カ
に 

１
年
間
留
学
し
、
ト
イ
レ
研

究
を
し
、
帰
国
後
そ
の
経
験

を
も
と
に
、
ト
イ
レ 

に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
チ
ー
ム

「Plunger

」
を
結
成
し
て

活
動
し
て
い
る
。

　
多
く
の
人
に
ト
イ
レ
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
を
含
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

17
個
の
ゴ
ー
ル
を
説
明
す
る

漫
画
が
描
か
れ
た
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
作
成
し
、
日

本
全
国
の
学
校
・
飲
食
店
・

公
共
施
設
な
ど
に
設
置
す
る

予
定
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
２
月
28
日
ま
で
。
目

標
金
額
40
万
円
で
、
１
口

３
０
０
０
円
～
。
返
礼
品
は

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
。

https://readyfor.jp/
projects/plunger

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

　
住
宅
の
素
材
で
表
面
に
何
も

加
工
し
な
い
で
使
う
も
の
は
非

常
に
少
な
く
、
長
く
使
う
た
め

に
何
ら
か
の
加
工
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
屋
根
瓦
は
土
を
高
温

で
焼
き
、
釉
が
塗
ら
れ
て
お

り
、
金
属
板
や
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

は
塗
料
が
焼
き
付
け
さ
れ
て
い

ま
す
。
外
壁
の
板
は
柿
渋
や
紅

殻
・
塗
料
が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
外
部
に
使
う
も
の
は
紫
外
線

の
影
響
を
受
け
る
の
で
特
に
顔

料
の
多
い
も
の
が
使
わ
れ
ま

す
。
屋
根
が
萱
、
壁
が
土
か
漆

喰
、
床
が
畳
で
、
襖
と
障
子
で

で
き
て
い
れ
ば
素
材
そ
の
も
の

で
す
が
、
全
て
を
そ
れ
ら
で
つ

く
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
室
内
も
ほ
と
ん
ど
が
表
面
処

理
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ス
や
浸
透

性
の
塗
料
や
ペ
ン
キ
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
手
が
触
れ
る
部
分

は
、
紫
外
線
の
反
射
や
空
気
で

も
色
変
わ
り
す
る
か
ら
で
す
。

外
壁
の
塗
替
え
は
高
圧
洗
浄
・

下
地
処
理
・
下
塗
り
・
中
塗
り
・

仕
上
げ
と
工
程
が
あ
り
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
や
訪
問
営
業
で
安
く

で
き
る
と
説
明
さ
れ
て
契
約

し
、
５
、６
年
で
塗
り
替
え
て

い
る
現
場
を
よ
く
見
ま
す
。
下

地
処
理
・
下
塗
り
を
し
て
い
る

か
、
ど
ん
な
塗
料
が
塗
ら
れ
て

い
た
か
、
見
積
り
ど
お
り
の
も

の
か
確
認
し
ま
し
た
か
。
塗
料

と
一
口
に
言
っ
て
も
18
ℓ
缶

１
万
円
前
後
か
ら
10
万
円
近
く

す
る
も
の
ま
で
あ
り
、
塗
料
の

耐
用
年
数
も
数
年
か
ら
15
年
位

の
開
き
が
あ
り
ま
す
。安
全
性
・

施
工
工
程
・
仕
様
材
料
に
よ
っ

て
工
事
費
が
決
ま
り
ま
す
。
昔

か
ら
の
諺
で
『
安
物
買
い
の
銭

失
い
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

☎
０
４
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値
段
は
正
直〈
塗
装
編
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切
・
丁
寧
・
確
実
な
対
応

で
安
心
し
て
売
却
で
き
る

地
元
の
車
買
取
店
の
当
店

に
、
お
任
せ
く
だ
さ
い
。」

と
坂
野
代
表
。
同
店
で
は

他
社
で
査
定
額
が
０
円
と

言
わ
れ
た
車
も
最
低
２
万
円

以
上
で
買
取
る
（
１
６
０
０

㏄
以
下
は
５
千
円
以
上
）。

手
続
き
や
車
の
引
き
取
り
も

無
料
。
代
金
は
即
日
現
金
払

い
。名
義
変
更
の
完
了
通
知

も
届
く
の
で
安
心
だ
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

は
全
国

「
い
の
ち
の
か
た
り
つ
ぎ
」

１
月
９
日
鎌
倉
公
演

モ
ノ
を
贈
り  

心
を
つ
な
ぐ

モ
ノ
を
贈
り  

心
を
つ
な
ぐ

も
の
繋
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始


